
２０２６年度 徳島県精神保健福祉士協会 第一回定例学習会が開催されました 

 

2026 年 6 月 14 日 藍住町総合文化ホールにて、2026 年度徳島県精神保健福祉士協会第一回定例学習

会が行われました。今回も聖学院大学の小沼聖治先生にお越しいただき、“「ソーシャルアクション実践

塾」～『現場の違和感』を政策提言・資源開発に変える具体的手順～”というテーマで、精神保健福祉士

が担う役割として重要なものであるソーシャルアクションの実践的な方法を学ぶ機会をご提供いただき

ました。 

 

 これまでの日々の業務でクライアントを支援していく中で、「あれ、ちょっと違和感があるな？」と感

じることは多くありました。その感覚は、クライアントや私達を取り巻く地域の社会課題の気づきであ

ったのだと思います。しかし、その地域課題に気付いたとしても、実際にそれを解決しようとなると自分

単独の力だけでは難しい。そうなった時に、その取り組みたい社会課題がどういったものなのかを明確

にし、協力できるメンバーを構築したり適切な機関や人にアプローチをしたりし、社会的にその課題が

解決できるように働きかけることが大切になってくることが分かりました。 

 

 また、「風を詠む」という点で、社会側の大きな流れの中でソーシャルアクションを働きかけるタイミ

ングを見逃さないこと、そのためには内閣府や厚生労働省が発行している白書等の公文書を見て社会の

実情を数字としても知っておくこと、地域の同職種との連携や他職種においても協力できる方々との関

係性の維持ができる場の確保等が重要であることなども理解できました。 

 

 一人ではできなかったことも、まずは少人数から人が集まり、そこから更に協力できる人や働きかけ

られる機関にその動きを波及させていく。今まではやや漠然としていたソーシャルアクションというも

のについて、今回のお話を拝聴したことで具体性を持って日々の業務の中にソーシャルアクションを取

り入れる希望を持つことができたと思います。 

 

  


